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オーストラリアの情報

・首都 キャンベラ
・人口 ２，４１３万人
・公用語 英語
・日本と時差 １時間
・お⾦ オーストラリアドル

2



キャンベラ

国会議事堂と国⽴博物館を⾒学。

多くの展示品があり、歴史を学ぶ。
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シドニー（滞在２日間）

オペラハウスはオーストラリアのシン
ボル。多くの観光客が訪問。

シドニータワーは高さ300ｍ
タワー内のレストランで夕食。
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ゴールバーンマルワリー
（滞在７日間）

ホストファミリー宅でホームステイ
家族のように温かく受け入れてくれた。

5



学校について

市内の３校を訪問。

多くの学⽣と交流を深めた。
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週末について

ホストファミリーとの良い思い出。

スポーツ観戦や買い物を楽しんだ。
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海外学習を終えて

異⽂化体験により視野が広がった。

経験を語学学習に活かしたい。
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高校生の一日
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一日のスケジュール
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午前８時30分 スクールバス

⾞内では⾳楽が流れている。
⾳楽にのっている。
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午前９時〜午後３時

※日本と比較すると短く感じる。
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午後３時30分

学校帰りにカフェ。

上にマシュマロが飾られた
ホットチョコレートを多く飲む。
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午後４時 帰宅

テレビコマーシャルが少ない。
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午後７時 夕食

家族間で学校の話などを確認する。
にぎやかな食卓。
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午後８時

家族で映画を楽しむ。
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午後10時 就寝

早い就寝で健康的な⽣活。
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１日がこのように終わる…
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日本との違いについて

19



オーストラリア
⇒スクールバス

日本（士別翔雲高校）
⇒バスや⾃転⾞、徒歩
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学校の時間

オーストラリア
⇒午前９時〜午後３時

日本（士別翔雲高校）
⇒午前８時30分から午後４時
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オーストラリア
⇒１日の授業数が４時間

日本
⇒１日の授業数が６時間
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ゴールバーンマルワリー市の生
徒は、楽しく学校生活。

ゴールバーンマルワリー市は、
美しい自然ときれいな街並み。
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授業（クラス）の違い
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日本
・1クラスに約30人

・教諭から講義を受ける形式

・留学はさほど多くない

・授業中、私語はつつしむ
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オーストラリア
・１クラスに約20人

・基本はグループ学習

・留学が活発に⾏われる

・⽣徒が積極的に発言
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日本

・教師は⽣徒を
平等に教育。

・礼儀とマナー
を学ぶ

・⽣徒は将来の
⽬標を意識

オーストラリア

・⽣徒は多くの
ユニークなア
イディア。

・教師は、⽣徒
のアイデアを
⼤切にする

・⽣徒は意欲的
で⾏動的
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◎まとめ

お互いの良い点を組み合わせることが
望ましい
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週末について
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日本の週末

・多くの学校と会社が休み

・家庭でゆっくり過ごす。
買い物に出かけるなど…

・友人と遊ぶ、学校の部活動など…
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オーストラリアの週末

・多くの学校と会社が休み
（日本と同様）

・日本よりも外出する機会が多い。

・観光名所や公園等が多いため？
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ホストファミリーと動物園へ

ミーアキャット、コアラなど多くの動
物が飼育。

コアラは木の上で寝ていたため
顔が⾒えなかった。
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テレストラタワー

テレストラタワーは、195.2ｍの高さ
がある電波の通信塔。

首都キャンベラのブラックマウンテン
の頂上に位置。
タワーからは、壮⼤な景色を一望。
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オーストラリアの食べ物
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主食について

日本 ⇒ 米

オーストラリア ⇒ じゃがいも
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朝食

一般的にシリアルとパン

パンにはバターやベジマイトを塗る。
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モーニングティー

モーニングティーとお菓子を楽しむ。

伝統的なお菓子
・ティムタム
・アンザックビスケットなど
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昼食

ケチャップをかけて食べる。

フィッシュ＆チップやミートパイ
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スイーツ

カップケーキやパブロバ

※パブロバはメレンゲが原料のお菓子。
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夕食

肉やソーセージが⼤きいバーベキュー。

※じゃがいもは、もちろん一緒に焼く。
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◎概要まとめ

主食はじゃがいも、１日５回食事する
ときもある。
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食事面と生活面で気づいたこと
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食事面で気づいたこと
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プライベートゾーン

4人の食事中の画像。四⾓で囲んだＡ〜Ｄ
は、それぞれのプライベートゾーン。
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Ｃが⻩色エリアの食べ物を取りたいとき
に、手を伸ばすとＤのプライベートゾー
ンに侵入してしまう。
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正しいマナーは、ＡかＤ（近くの人）
に取ってもらう。
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食事中のゲップはマナー違反
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ゲップの仕組み

早く料理を食べると空気も一緒に入り、
口から空気が出る。
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食事の時間を⼤切に。

もしゲップが出たら、食事の時間を⼤
切にしていないことに…
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生活面
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部屋のドアが閉めてある場合
⇒他人は入ってはいけない
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ドアが開いている場合は、入室可。
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靴について
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全ての人が家で靴を履いたまま⽣活し
ている？
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各家庭ごとに、靴を履く、履かない

ルールが決められている。
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◎結果まとめ

日本と⽂化の違いによって、⽣活環境
が異なる
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オーストラリアには多くの動物
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有名な動物

・コアラ、カンガルー、エミュー

※シンボル的な動物はコアラ、カンガルー

実際には、カンガルーとエミュー
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オーストラリア
・140種類以上の有袋（ポケット）類。
・毒を持つ動物が、毒を持たない動物より
多い。

日本
・毒を持つ動物がいるものの、非常に有毒
なものは少ない。

・食物連鎖の最上部に、他の動物を食べる
動物はいない。
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Ｑ．問題

有袋類はどちらのグループですか？

グループＡ：ウォンバット、コアラ、
エレガントワラビー

グループＢ：カモノハシ、ウサギ、
ハリモグラ
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正解は：
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ウォンバット（お気に入り）

草食で夜⾏性。

成体で約１ｍに成⻑、
体重は２０〜３０ｋｇ。
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